
23野菜情報 2021.3

１　�日本初の冷凍野菜は、いちごだった　
～日本における冷凍食品の100年の歴史～

生活様式の変化により今も発展を続ける
冷凍食品だが、2020年は初めて冷凍食品
が製造されてからちょうど100年を迎え
る年だった。

日本で最初の冷凍食品は、1920年に北
海道森町に日産10トンの水産物を凍結す
る能力をもつ本格的な冷蔵庫が建設された
ことに始まる。それから10年後、日本初
の市販冷凍野菜として大阪梅田の阪急百貨
店で販売されたのが、戸畑冷蔵（現日本水
産）の「イチゴシャーベー（冷凍いちご）」
であった（注１）。1954年に学校給食法が制
定され学校給食が始まると、給食に適した
冷凍魚のフィレや冷凍コロッケ、スティッ
ク類などが採用され、その後、学校給食は
急速に拡大した。これが業務用冷凍食品の
発展の基礎となる。

さらに1964年の東京オリンピックで、
選手村で供給する食料が膨大で、一気に購
入すると一般家庭にも影響を及ぼすという
理由から冷凍食品への注目は加速する。解
凍、調理法が研究され、外食産業分野での
利用が始まった。

注１：参考資料１

２　冷凍野菜の輸入概況について

冷凍野菜の輸入量は、2008年の中国産
冷凍餃子の農薬混入事件などにより一時的
に減少したものの、近年はおおむね増加傾
向で推移し、2017年に100万トンを超え
た（表１）。2020年の冷凍野菜の輸入量
は新型コロナウイルス感染症（COVID 
-19）により中国からの輸入が一時的に減
少したことから、前年よりも数量が減少し
ている。昨今、輸入量の増加が著しいのは
ベルギー、オランダ、エクアドル、ベトナム

　【特 集】加工・業務用野菜生産拡大の取り組み

調査情報部　吉田　由美、菅原　由貴

全国農業協同組合連合会栃木県本部に
おける冷凍野菜への取り組み
～冷凍いちごの生産を中心に～

【要約】

2020年は日本における冷凍食品の生産が始まってから100年目の節目の年であった。
冷凍食品は、年々、売上を拡大し続けていたが、新型コロナウイルス感染症の影響で外食
産業が低迷するなか、巣ごもり需要、自宅での調理時間の拡大を追い風に需要が急増して
いる。加えて、販売チャネルの多様化により、売れる品目にも変化が表れている。また、
安全・安心を求める消費者の購買行動から、国産原料を使用した冷凍野菜が増えているの
も最近の傾向である。このようななか、全国農業協同組合連合会栃木県本部では、独自の
冷凍加工工場を整備し、冷凍野菜の生産に取り組んでいる。その運用実態と背景について
現地調査の結果を基に報告する。
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といった国々である。品目としては、ばれ
いしょ、ブロッコリー、混合冷凍野菜の伸
びが大きい（表２）。冷凍いちごに関して

も、輸入数量が伸びており、主要輸入先で
ある中国、米国が減っている一方で、エジ
プトやチリの存在感が増している（図１）。

表１　国別の冷凍野菜輸入量の推移 （単位：トン）

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年
2020
/2010

中国 345,490 386,302 398,758 413,925 408,762 400,477 417,684 444,883 475,840 495,111 484,933 140%
米国 333,147 344,608 372,343 320,088 301,676 286,172 311,972 329,446 320,789 337,404 314,431 94%
タイ 46,114 47,608 48,795 44,912 45,165 47,355 50,212 52,004 50,902 49,786 46,295 100%

ベルギー 15,551 15,714 16,188 19,285 18,850 36,446 29,861 36,120 34,506 34,105 34,212 220%
台湾 26,823 30,388 32,573 30,054 31,078 32,418 31,486 32,464 32,598 33,093 32,272 120%

エクアドル 8,410 10,806 14,088 12,037 14,964 18,176 19,783 21,822 27,590 28,654 28,168 335%
オランダ 387 386 2,203 5,124 8,557 19,991 22,961 25,097 34,999 29,793 24,540 6337%
カナダ 30,474 34,482 29,069 38,159 27,671 27,512 18,964 16,085 20,784 21,261 15,652 51%
ベトナム 5,954 7,246 8,154 9,564 9,232 11,964 11,607 10,718 12,928 16,424 15,051 253%
ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ 16,833 16,918 16,497 14,524 13,905 14,717 11,097 13,591 12,597 12,343 11,152 66%
その他 23,364 28,059 33,656 33,946 37,862 38,341 35,943 43,631 51,758 54,350 50,979 218%
冷凍野菜
合計

852,547 922,518 972,324 941,618 917,723 933,569 961,570 1,025,860 1,075,292 1,112,322 1,057,685 124%

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」

（年）

表２　品目別の冷凍野菜輸入量の推移 （単位：トン）

2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年
2020
/2010

ばれいしょ 347,445 361,205 385,554 347,251 327,036 342,094 350,220 377,754 381,635 395,461 363,827 105%
その他の
冷凍野菜 199,372 228,819 247,755 254,001 258,053 255,534 263,646 286,066 311,169 337,476 331,483 166%

えだまめ 66,818 70,222 70,856 70,051 70,205 72,865 74,670 75,714 76,360 77,569 71,122 106%
ブロッコリー 26,577 31,360 36,059 34,441 38,679 42,589 45,737 48,753 57,330 59,059 58,619 221%
スイート
コーン 42,420 46,858 48,607 47,307 41,761 44,621 49,776 53,917 54,168 52,775 48,933 115%

ほうれんそう
等 27,088 33,443 32,423 34,888 38,263 40,657 42,469 45,496 51,796 49,287 48,053 177%

いちご 25,603 27,564 26,746 29,052 30,247 29,465 24,772 27,048 31,174 31,241 30,920 121%
さといも 36,297 38,781 39,429 39,362 34,036 30,930 33,042 31,191 32,054 31,900 30,137 83%

混合冷凍野菜 23,436 26,937 27,114 27,290 24,239 22,271 22,608 23,944 24,726 23,487 24,386 104%
いんげん豆等 24,491 25,360 25,727 24,672 24,456 23,738 24,873 25,582 24,772 23,959 22,916 94%
その他 32,999 31,969 32,055 33,302 30,747 28,805 29,758 30,395 30,107 30,108 27,288 83%

冷凍野菜合計 852,547 922,518 972,324 941,618 917,723 933,569 961,570 1,025,860 1,075,292 1,112,322 1,057,685 124%
資料：農畜産業振興機構「ベジ探」

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」

図１　冷凍いちごの国別輸入数量の推移
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３　冷凍野菜の消費動向

冷凍野菜の輸入が伸びている一方で、消
費者の意識を反映し機能性表示の導入や国
内産地の連携、有機冷凍野菜への企業参入
など国産志向が高まっている傾向が見受け
られる（表３）。COVID-19の影響で在宅
時間が増えた2020年においては、内食の
伸びに加えて、夏場の野菜価格の高騰も
スーパーなどにおける冷凍野菜販売に拍車
をかけた。買い物回数を減らす目的から、
ストック需要としての冷凍野菜の特徴が見
直され、いままで利用していなかった消費

者にも利用が広まり、継続的な購入につな
がった（注２）。

また、2020年４月に公表された一般社
団法人日本冷凍食品協会のまとめによる
と、ここ数年の傾向として冷凍野菜の購入
場所としてドラッグストアやコンビニエン
スストアの伸びが目立ち、年代が若いほど
その傾向が強くなっているとの報告があ
る。また、男性よりも女性のほうが冷凍野
菜や冷凍果実など素材系の人気が高い傾向
がみられる（注３）。

注２：参考資料３
注３：参考資料４

表３　冷凍食品、冷凍野菜の動向
冷凍食品および冷凍野菜の動向 世の中の動き

1964 年
（S39） 東京オリンピック開催

1970 年代
（昭和 40年代）

冷凍冷蔵庫、電子レンジの普及、ファミリーレストランの
拡大により冷凍食品へのニーズが高まる 高度経済成長

1989 年
（H１） 4月　消費税導入（３％）

1986 年～ 1991 年 バブル景気（1986 年～ 91年）

1990 年
（H２）

冷凍食品生産量（畜産物、農産物、水産物、菓子、調理品
を含む）が 100万トンを突破 バブル崩壊（1991 年～ 93年）

2002 年
（H14）

中国産冷凍ほうれんそう残留農薬問題
（以降、台湾産へシフトする）

2007 年
（H19） 中国産冷凍餃子中毒事件

2008 年
（H20） リーマンショック

2012 年
（H24）

冷凍野菜（国産および輸入）の国内流通量が 100万トン
を突破

2014 年
（H26） 4月　消費税引き上げ（５％⇒８％）

2016 年
（H28） フランスの冷凍食品専門店ピカールが日本に初上陸

2017 年
（H29） 冷凍野菜輸入量が 100万トンを突破

2018 年
（H30)

3 月　JA全農とちぎによる「とちぎゆめ工場」　操業開始
5月　�JA 宮崎経済連の冷凍ほうれんそうに含まれるルテ

インが「機能性表示食品」に受理される

2019 年
（R1）

一般社団法人日本野菜ソムリエ協会が「冷凍生活の日（10
月 18日）」を定める

10月　消費税引き上げ
　　　　（８％⇒ 10％）

2020 年
（R2）

2月　楽天が有機冷凍野菜に参入
3月　�ホクレンと JA宮崎県経済連による冷凍野菜の共同

開発が始まる。
10月　JA全農とちぎ「とちぎゆめ工場」新稼働

新型コロナウイルス感染症の世界的な
広まり

資料：農畜産業振興機構　作成
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４　栃木県におけるいちご生産

2018年の都道府県別農業産出額をみる
と、栃木県は米の産出額が714億円と最
も 多 く、 次 い で 生 乳350億 円、 い ち ご
257億円となっている（図２）。いちごは
1950年代後半から水田の裏作として急速
に栽培が広まり、2017年には50年連続

で生産量日本一を記録した。栃木県は翌年、
これを記念して１月15日を「いちご王国・
栃木の日」と定めている。特に、東京市場
におけるシェアは他県に追随を許さず、さ
らなる生産拡大に力を入れている。いちご
の生産を裏で支えているのが地道な品種改
良である。いまや、いちごは全国各地でオ
リジナル品種が育種されており、“戦国時

図２　栃木県の品目別農業算出額（2018年）

表４　栃木県農業試験場で育成されたいちご10品種
品種・商標名 出願年 登録年 季性 備　考
女峰 S57 S60 一季
新女峰 S62 H1 一季
栃の峰 H2 H5 一季

とちおとめ H6 H8 一季 女峰よりも大粒で多収性、糖度と酸味のバランスがよい。生食用から業務
用まで幅広く利用される。

とちひめ H10 H13 一季 観光農園用品種。
果皮、果肉が柔らかいため長距離輸送には向かず、観光農園や直売所限定。

とちひとみ H16 H19 四季

なつおとめ H21 H23 四季 栃木県で初めての夏秋いちご。果形が美しく、多収性に優れる。高冷地主
体の栽培から、平たん地での栽培も拡大。

スカイベリー H23 H26 一季 贈答用のブランド。

ミルキーベリー H30 出願中 一季 果皮、果肉ともに白いいちご。とちおとめよりも大粒で収量性に優れる。

とちあいか H30 出願中 一季 早生で多収性に優れ、美味しく、輸送にも耐えられ、病気に強いという開
発目標で育種された。

資料：一般社団法人施設園芸協会「施設と園芸」No.192　2021 冬

資料：ＪＡ全農とちぎ
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代” と称されるほど競争が激しいマーケッ
トになっている。栃木県でも、戦略的な品
種改良を進めており、夏採りが可能な四季
成り、贈答用、果皮が白いタイプなどが開
発されている（表４）。バラエティに富ん
だ日本オリジナルのいちごは、来日する観
光客からも注目度が高く、アジア圏を中心
に日本のいちごの認知も高まっている。

５　�JA全農とちぎによる冷凍工場「とち
ぎゆめ工場」について

栃木県を代表する農産物であるいちごで
あるが、さらなる生産者の収入確保、旬の
時期以外でも栃木県産の農産物を楽しんで
もらいたいという思いから、全国農業協同
組合連合会栃木県本部（以下「JA全農と
ちぎ」という）では、2016年から冷凍野
菜直販事業を開始し、2年後の2018年に
は自前のとちぎゆめ工場を操業した。冷凍
野菜事業は、JA全農とちぎ営農販売企画
部直販課が運営しているが、全農の県本部
で冷凍工場を運営しているのは全国でもＪ
Ａ全農とちぎだけである。

なお、JA全農とちぎが取り組む冷凍野
菜については、冷凍食品衛生法、JA法上
の冷凍食品には含まれず、生鮮食品の冷凍
流通品として取り扱う。

（１）「とちぎゆめ工場」の概要
ＪＡ全農とちぎでは、隣県の冷凍餃子工

場からのオーダーに応えるため、2016年
からにらの一次加工を食品加工工場に製造
委託していたが、より多くの品目に対応す
るため、2018年３月に同工場の敷地内に
品質管理機能を備えた自前の「とちぎゆめ
工場」を設立することとなった（写真１）。

野菜の加工工場で最も気を遣うのが異物
混入のチェックであるが、とちぎゆめ工場
には、LEDで検品する機能を試験的に運
用を開始し異物混入リスク防止に備えるほ
か、品質管理機能として細菌検査、官能検
査（形状、光沢、風味、肉質）も整備され
ている。機械設備としては、ブロッコリー
を中心に、キャベツ、レタス、カリフラワー
に対応可能な一次処理設備があり、現在は、
主に冷凍前の一次処理（検品、洗浄、カッ
トなど）を行っているが、まだ工場に余力
があるため、さらに処理能力を高めていく
予定である。

工場は宇都宮駅から６キロメートル弱、
東北自動車道宇都宮インターから約15分
というアクセスの良いエリアにある。

販売高は、2016年度が5300万円、20 
17年度は３億200万円、2018年度は６億 
1500万円と飛躍的に伸びている。金額が
大きい品目はにら、キャベツ（チルド）、
冷凍いちごであるが、近年、伸びているの
が冷凍いちご果汁と冷凍アスパラガス、冷
凍ねぎである（図３）。

需要に応じて品目を開発しており、ねぎ
やしょうがなども冷凍加工している。キャ
ベツはチルド加工のほか、芯抜きやカット

写真１　とちぎゆめ工場の外観
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がある。2020年は、試験的にほうれんそ
う、ブロッコリーにも取り組み始めている。

野菜の加工は人海戦術に頼る部分が大き
いため、野菜の旬にあわせた労働力確保は
大きな課題である。年間休まず機械を動か
し、閑散期を作らないことが工場の経営上、
最も重要なことである。しかし、工業製品
と異なり野菜の加工工場の場合、その作業
のピーク時期は品目や天候に大きく左右さ
れ、毎年同じとは限らない。おおよその作
業のピーク時期は、ほうれんそう、ねぎは
冬場、いちごは３月～５月、にらは６月～
８月となっている。

盲点になりがちなのが、匂いである。に
らは非常に香りが強い野菜であるため、い
ちごと同じ時期の作業は避けるようにして

いる。年による作業時期、ピークの違いな
どがあるがパート従業員数は年間平均で
20~30人ほどである。

（２）加工向けの規格や品種について
原料は、主に県内の産地から仕入れてい

るが、いちご以外の品目については、閑散
期には近隣のJAグループの協力の基、県
外産地から仕入れることもある。にら、ね
ぎでは一部で加工向け専用の圃

ほ

場
じょう

での栽培
もあるが品種や規格は市場向けと同じであ
る。いちごの場合は、加工向けの栽培はし
ておらず、やや過熟気味であったり、サイ
ズが市場向けではない果実を加工用として
とちぎゆめ工場に出荷している。製品はそ
のままの形を残したBQF砂糖漬け、ダイ

写真２　冷凍いちご加工品の形態
（左からBQF砂糖漬け、ダイスカット、果汁）

（百万円）

平成 年度 平成 年度 平成 年度

図３　全農とちぎ直販課販売高
（冷凍野菜・果実、加工品のみ）
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スカット、スライスカット、果汁の製造が
可能である（写真２）。最もおいしい時期
のいちごを冷凍できるのは、産地ならでは
の強みであり、食品ロス削減にもつながっ
ている。また、「とちおとめ」「スカイベリー」
という品種を表示に使用できるため大手菓
子メーカーからの引き合いが強いという

（写真３）。

（３）産地から工場までの入荷方法
とちぎゆめ工場の運営に欠かせないのが

産地からの集荷を一手に引き受けているＡ
社の存在である。業務用のタレやソース類
の生産・販売を行っている創業1986年の
Ａ社は、JA全農とちぎにおけるメニュー
開発などに参画するなどかねてより関係が
深く、現在は業務委託契約を結び栃木県内
全域の農協からとちぎゆめ工場までの原材
料の運搬とパート労働力の確保を担ってい
る。近年、トラックドライバー不足が深刻
な問題になるなか、非常に大きな存在と
なっている（図４）。

販売先への営業、在庫と生産量の調整は
JA全農とちぎ営農販売企画部直販課で行
い、直接販売を事業の中心に末端顧客への
営業活動を実施している。また、原料集荷
に関して、価格については年間で決めてい
るが、数量についての取り決めはない。出
荷の１～２日前に各農協からJA全農とち
ぎに出荷予定数量の連絡が入り、基本的に
全量を買い付ける。野菜は鮮度が落ちるの
が早いため、処理しきれない場合はそのま

A社
ソース・調味料メーカー

農協

農協

農協
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とちぎゆめ工場

（栃木県宇都宮市）

・加工場

・冷凍庫 冷蔵庫

写真３　冷凍いちごパッケージ

資料：聞き取りにより機構作成

図４　とちぎゆめ工場の運営図
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ま冷凍保管して、原料の入荷量と製造ライ
ンとの調整を行う。冷凍野菜の場合は製品
の保管料などもかかるため、製造と販売の
バランスを保ち、計画的に生産出荷を行う
こと最大の課題である。

（４�）課題と新型コロナウイルス感染症の
影響

野菜の生育は天候に左右されやすく原料
の確保が不安定であること、労働力の確保
が難しいこと、さらに栃木県内で夏場に収
穫し、加工できる品目がないため、工場の
稼働率が下がってしまうというといった課
題を抱えている。また、COVID-19の拡大
に伴い、外食や学校給食向けの需要が大き
く減退したことから、業務用の在庫が捌け
ず、保管料の負担が大きくのしかかってい
る。しかし、栃木県は首都圏消費地に近く、
近隣の野菜産地からの原料も確保できると
いう大きな強みがあり、国産原料を使用し
た冷凍野菜の市場はまだ伸びしろが大きい
と考えられる。

５　まとめ

冷凍食品の品質向上やライフスタイルの
変化、そしてCOVID-19拡大による在宅時
間の増加から冷凍食品の売り上げが伸びて
いる。冷凍野菜に関しては、国産嗜好が高
まっていることに加えて、ドラッグストア

での購入量が伸びているという傾向があ
る。とちぎゆめ工場における冷凍野菜の製
造については、JA全農とちぎと農協の連
携、さらに産地から工場までの原料調達を
専門業者に委託することにより販売額は
年々、右肩上がりに推移してきた。

いちごは日本政府が進める農産物の輸出
促進の対象品目になっており、アジア圏を
中心に人気が高まっている。現在は地理的
な優位性から生食用は九州産がその中心と
なっているのが現状だが、調理の必要がな
く、自然解凍で楽しめる国産冷凍いちごは
コンビニエンスストアやドラッグストアに
おける購入なども視野にいれつつ、将来的
には、「冷凍いちご」としての輸出も視野
に入れていきたいという声も現場では聞か
れた。

COVID-19の影響で給食や外食など業
務需要の回復が見込まれない一方、家庭需
要向けの冷凍野菜に関してはニーズが高
まっており、現状では、夏場の工場稼働率
が低いという課題があるが、近隣県は野菜
の産地が多く、他産地からの原料調達によ
り生産量を伸ばしていくとのことであっ
た。

本稿の作成にあたり、ご協力いただいた
JA全農とちぎの皆様に深く感謝申し上げ
ます。

参考資料
１：一般社団法人日本冷凍食品協会　冷食Online　「冷凍食品の歴史」
２： 食品産業新聞　2020年９月21日付　７面
３：一般社団法人日本冷凍食品協会　令和２年４月「全国の25歳以上の男女1250人に聞く“冷凍食品の利用状

況”実態調査結果について」
４：一般社団法人施設園芸協会「施設と園芸」No.192　2021年冬号
５： 農畜産業振興機構「野菜情報」2020年10月号「チリにおけるいちごの生産・輸出動向」
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